
取組方針②：医療機関の経営安定化に向けた支援メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組の方向性】 

・①経営の効率化、②収入を増やす新たな取組の両面から経営安定化を支援。 

 ⇒福島相双復興推進機構を中心に福島県・関係機関と連携して実施（避難地域医療機関等地域連携支援事業） 

・医療機関の状況や必要度に応じて選択が可能な、利用しやすいメニューづくり。 

 

第９回検討会 資料４-２ 

地域医療課２.９ 

状況の把握・関係構築 情報の提供 課題の共有 相談・プランの提案 実行 

 

・官民合同チーム発足後に再開意向等の確認のため、個別訪

問を実施（H27.9～H28.1頃）。帰還状況の変化の中で、経

営の安定化に向けた新たな課題やニーズを把握するため、

再度個別訪問・ヒアリングを実施。 

 

・医療機関の収益増加事例など、医療機関の経

営に有益な情報を提供。 

・関係づくりの場としての機能も期待。 

 

・全面的なコンサルティングは必要とし

ないが、個別の事例で（「○○の取組を

始めたいがやり方を相談したい」など）

相談が必要な際にコンサルタントがス

ポット的にサポート。 

 

・経営課題の把握、経営計画の策定までコンサルタント

がトータルでサポートを行う。 

①個別訪問・ヒアリング 

②セミナー・研修 

③個 別 相 談 

④コンサルティング 

医療機関の状況に応じて、課題解決に向けた支援を実施 

【目標】 

①経営の効率化 

②収益を増やす新たな 

取組 

 

個別訪問等を通じて医療機関の抱える課題やニーズを把握 


